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幼児に対する科学教育の実践

～物理分野に興味を持たせる実験教室の考察～
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<はじめに> 科学館などの実験教室やサイエンスショーの観客に，幼児をつれた親子連れが多い。

幼稚園や保育園からの実験教室の依頼を受けることもある。近年，幼稚園や保育所，科学館等に

おける幼児向けサイエンスプログラム実施のニーズが高まっていることを感じている。そこで，

幼稚園，保育所，科学館等での利用を想定した幼児向けサイエンスプログラムの開発し，その検

証を実施する目的で，実践を試みた。

<実践の概要> 保育園の 5 歳児を対象に科学実

験教室を行った。テーマは，「磁石」と「レンズ」

で 60 分間の実験教室を実施した。磁石もレンズ

も小学校で学習する素材である。しかし，ほと

んどの幼児は保育園や家庭での経験や，幼児向

け学習教材やテレビなどで断片的に磁石やレン

ズについて知っている。磁石やレンズは知って

いるが，その性質についてゆっくり実験したり，

その性質について友達と話したりする経験はな

いだろう。このような磁石やレンズを使い遊び

や体験を通して，自分たちが体験したことを発

表し合うことで，磁石やレンズについてその基

本的な性質を知ることが出来ることを期待して

実験教室を実施した。

実験教室では子ども達が夢中で実験に参加す

る姿が見られた。実践の評価は，幼児自身にア

ンケートや感想を書かせることが出来ないため，

保育園で行った際には，保育士や保護者に対す

るアンケートや連絡帳，参観者（保育士，大学

教授，科学館職員，大学生）の意見によってそ

の有用性を判断した。幼児に対しては感想では

なく，絵を描かせることで興味の対象を調べた。実践の中で，幼児が科学現象に対して，自ら考

え，発言する姿を目にした。このような様子からも幼児に対する科学教育の有効性を確信した。

本実践の中で，幼児科学教育プログラムとともに保育士が自分たちで実施できるようにするため

の展開案の形式や，実験の科学原理などを示すための様式を提案した。

<まとめ> 今回の実践を通して，幼児に対する科学教育の有効性を確信した。「体験」や「経験」

を目的に科学教育を行うことは，幼児にとって有効であることが分かった。このような実践を広

く紹介することで，多くの保育園や幼稚園に科学教育を普及させたい。幼児に対する科学教育が，

小学校以降での児童・生徒が能動的理科の学習を行うようなきっかけになることを期待している。
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